
︽
経
済
・
経
営
学
会

研
究
会
の
報
告
︾

＊
研
究
会

�
戦
争
の
詩
／
詩
の
戦
争

︱
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
︱
�

講
師
：
名
城
大
学

経
済
学
部

西
山

徹

氏

日
時
：
七
月
一
九
日
︵
木
︶
一
五
時
か
ら

場
所
：
一
〇
号
館

第
二
大
会
議
室

経
済
・
経
営
学
会
研
究
会
が
右
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
経

済
学
部
の
西
山
徹
氏
、
講
演
は
一
八
世
紀
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス
で
展
開
し
た

ホ
イ
ッ
グ
詩
人
と
ト
ー
リ
ー
詩
人
の
攻
防
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
議
論

は
英
文
学
と
政
治
や
歴
史
の
関
係
に
つ
い
て
、
門
外
漢
に
も
興
味
を
も
っ

て
楽
し
め
る
よ
う
に
、
丁
寧
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
の
構
成
は
、
一
．
一
七
〇
一
年
か
ら
一
七
一
四
年
の
ス
ペ
イ
ン
継

承
戦
争
時
に
詩
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
た
か
、
二
．
ホ
イ
ッ
グ
系
の

詩
の
紹
介
、
三
．
ト
ー
リ
ー
系
の
詩
の
紹
介
、
四
．
全
体
の
ま
と
め
で
し

た
。
一
の
歴
史
の
解
説
で
は
、
か
の
英
国
首
相
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー

チ
ル
が
誕
生
し
た
ブ
レ
ニ
ム
宮
殿
︵
英
軍
総
司
令
官
モ
ー
ル
バ
ラ
公
爵

ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
に
戦
勝
の
報
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
︶
の
写

真
を
見
せ
ら
れ
た
り
、
政
治
的
な
詩
を
正
当
化
す
る
�
崇
高
�
の
概
念
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
映
像
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
り
し
て
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
詩
の
引
用
は
日
本
語
訳
で
朗
読
さ
れ
、�
詩
は
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詠
う
も
の
�
と
い
う
原
点
に
還
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
ブ
リ
テ
ン
を
�
財
政
・
軍
事
国
家
�
に
再
編
成
す
る
基
盤
を
築

い
た
の
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
で
す
。
そ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
を
支
え
た
ホ

イ
ッ
グ
勢
力
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
覇
権
を
嫌
い
、
新

国
家
形
態
の
維
持
の
た
め
に
積
極
的
に
対
仏
戦
争
を
推
し
進
め
ま
し
た
。

通
常
の
歴
史
の
テ
キ
ス
ト
な
ら
こ
こ
で
終
わ
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
、
文

学
︵
詩
︶
を
通
し
て
読
み
説
く
と
い
う
新
し
い
視
点
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
参
加
者
の
専
門
は
様
々
で
し
た
が
、
各
人
の
知
識
や
経
験
か
ら

様
々
な
興
味
を
も
っ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

単
に
英
雄
モ
ー
ル
バ
ラ
公
を
称
揚
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
正
当
性
を�
崇

高
�
の
理
念
に
求
め
た
点
の
説
明
で
、
ア
ル
プ
ス
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が

紹
介
さ
れ
る
と
、英
国
の
地
形
と
ス
イ
ス
の
山
並
み
を
知
る
人
か
ら
は�
な

る
ほ
ど
�
と
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
英
仏
戦
争
と
言
わ
れ
た
が
、
実
際
は
オ
ラ
ン
ダ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
国
も
関
わ
る
戦
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
�
と
い

う
質
問
に
は
、
西
山
氏
は
�
全
体
の
背
景
を
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
に

は
あ
り
が
た
い
質
問
で
す
�
と
応
じ
ら
れ
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
覇
権
が

拡
大
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
英
・
蘭
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
同
盟
国
が
、
フ
ラ
ン

ス
・
ス
ペ
イ
ン
に
対
抗
し
た
歴
史
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、�
日
本
人
は
詩
と
い
う
と
抒
情
詩
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
イ
ギ
リ

ス
の
詩
は
現
在
も
こ
の
よ
う
な
詩
が
多
い
の
か
��
文
学
と
政
治
は
不
可

分
と
言
わ
れ
た
が
、
小
説
は
ど
う
か
�
な
ど
、
英
文
学
の
成
立
や
事
情
に

つ
い
て
尋
ね
る
質
問
に
は
、�
詩
の
概
念
が
と
て
も
広
い
�
こ
と
や
�
小
説

は
少
し
時
代
が
下
る
が
、
社
会
的
な
背
景
を
無
視
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
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き
な
い
点
は
同
じ
�
と
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

学
会
員
以
外
の
参
加
も
あ
り
、
一
六
人
ほ
ど
の
ま
と
ま
り
の
よ
い
研
究

会
と
な
り
ま
し
た
。

︽
今
後
の
公
開
講
演
会
・
研
究
会
の
お
知
ら
せ
︾

経
済
・
経
営
学
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
公
開
講
演
会
と
研
究
会
の
開
催

を
予
定
致
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料
で
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
公
開
講
演
会

�
元
気
・
活
気
・
勇
気
を
与
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
�

講
師
：
日
本
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協
会
会
長

岩
崎

由
純

氏

日
時
：
平
成
二
四
年
一
〇
月
一
〇
日
︵
水
︶

三
限
︵
一
三
時
一
〇
分
～
一
四
時
四
〇
分
︶

場
所
：
共
通
講
義
棟
北

Ｎ
︱
二
〇
一

＊
研
究
会

�
一
八
世
紀
に
お
け
る
B
o
w
s
家
の
資
産
管
理
�

講
師
：
名
城
大
学

経
営
学
部

相
川

奈
美

氏

日
時
：
平
成
二
四
年
一
〇
月
一
八
日
︵
木
︶

三
限
︵
一
三
時
一
〇
分
～
一
四
時
四
〇
分
︶

場
所
：
一
〇
号
館

三
階

第
二
大
会
議
室

＊
研
究
会

演
題

未
定

講
師
：
名
城
大
学

経
済
学
部

大
庭

清
司

氏

日
時
：
平
成
二
四
年
一
二
月
六
日
︵
木
︶
午
後
の
予
定

場
所
：
一
〇
号
館

三
階

第
二
大
会
議
室

︵
演
題
及
び
時
間
は
、
決
定
次
第
Ｈ
Ｐ
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。︶
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